
　総務省で行われています地上デジタ
ル放送を見るための簡易なチューナー
給付等の支援については、平成２２年
においても下記のとおり実施すること
になりましたので、ご連絡いたします。
◎申込受付期間
　�４月19日（月）から７月２日（月）
まで（消印有効）
◎支援の対象者
・�障害者のいる世帯でかつ世帯全員が
市町村民税非課税になっている世帯
・�生活保護世帯などの公的扶助受給世
帯
・�社会福祉事業施設に自らテレビを持
ち込んでいる入所者
◎ご注意
・�支援の申し込みには、ＮＨＫと受信
契約を結び、全額免除の適用を受け
ていることが必要です。
・�すでに、地上デジタル放送を視聴さ
れている世帯は支援の対象外です。
・�支援は現物支給ですので、ご自身で
購入されたチューナー、アンテナ改
修などの費用を清算することはでき
ません。
◎問い合わせ先
・�地上デジタル放送受信のための支援
制度について＝総務省地デジチュー
ナー支援実施センター☎０５７０−
０３３−８４０
・�ＮＨＫとの受信契約、受信料免除に
ついて＝ＮＨＫ視聴者コールセン
ター☎０５７０−０００−５８８

　串間市「話し相手ボランティア」連
絡会では、第３回ボランティア養成講
座を開催します。
「話し相手ボランティア」は、在宅高
齢者や施設などを訪問、会話を通じて
生活意欲の増進、事故防止などに寄与
することを目的とし、串間市内で幅広
く活動しています。初心者については、

研修、経験を経た会員が行動を共にし
ながら説明してくれますので、どうぞ
ご気軽に参加、受講してください。
◎�期日＝５月15日（土）午後１時半
〜４時半
◎�場所＝串間市総合保健福祉センター
２階
◎定員＝20人
◎受講料＝無料
◎�申込・問い合わせ先＝話し相手ボラ
ンティア代表・古川啓之☎72−６
１９８、または地域生活支援セン
ター「Ｗｉｎｇ」中村敏子☎72−
４２５２

　４月19日から高齢運転者等専用駐
車区間制度が施行されました。この制
度は、高齢運転者などを支援すること
を目的で、高齢者などが良く利用する
施設の周辺の道路に専用の駐車区間を
設置するものです。県内では、宮崎市、
都城市、延岡市内にそれぞれ１カ所設
置します。
◎�対象者＝普通自動車対応免許を取得
している方で、①70歳以上の方②
聴覚障害または肢体不自由を理由に
免許に条件を付されている方③妊娠
中および出産後８週間以内の方。
※�駐車するには標章が必要となります。
標章の申請などの詳しい手続きにつ
いては、串間警察署交通課にお問い
合わせください。
◎�問い合わせ先＝串間警察署交通課☎
72−０１１０

　県内の中小企業の皆様の経営管理能
力や技術力の向上を図るため、経営者
や従業員の皆さまが国内の公的機関や
民間企業において実施される研修など
に参加するための経費を助成します。
人材育成や技術力向上にご活用くださ
い。
◎�対象となる企業＝宮崎県内に主たる
事務所がある中小企業など。

お知らせのページに掲載を希望する
かたは、希望する発行日の20日前
までには情報政策係にお送りくださ
い。

お願い

◎�助成対象経費＝経営者や従業員が、
経営管理能力や技術力の向上を図る
ことを目的に、これから参加する研
修・セミナーなどの次の経費を対象
とします。
・受講料、参加料、負担金など
・�公共交通機関による目的地までの往
復の交通費
・宿泊費
※�領収書などにより金額が証明される
経費が対象となります。
◎申請期間
・�第一期＝平成22年４月12日から平
成22年10月29日まで（平成22年５
月から平成22年11月に実施される
研修などが対象）
・�第二期＝平成22年11月１日から平
成23年２月28日まで（平成21年11
月から平成23年３月に実施される
研修などが対象）
※�申請期間中に予算額（第一期＝２０
０万円、第二期＝１００万円）に達
した場合はその時点で募集を終了し
ます。
◎�助成金の限度額＝助成対象経費の１
／２（上限30万円）。ただし、高度
技術産学連携地域（宮崎市、国富町、
綾町）に主たる事務所がある中小企
業などは助成対象経費の２／３（上
限30万円）。
◎�助成金の交付決定＝助成金交付申請
書に基づき、交付を決定。※交付は
１中小企業などにつき３回まで。
◎助成費の支払方法＝精算払い。
◎応募方法＝助成金交付申請書を送付。
◎申請書の入手方法
・�宮崎県産業支援財団ホームページ
よりダウンロード（http://www.
i-port.or.jp）
・連絡により郵送にて送付。
◎�応募・問い合わせ先＝宮崎県佐土原
町東上那珂１６５００番地２財団法
人宮崎県産業支援財団☎０９８５−
74−３８５０、Fax０９８５−74−
３９５０

｢ 話し相手ボランティア｣
養成講座受講者募集

　　　　　　　　　　

お知らせの
ページ
市役所の代表電話☎0987ー72ー1111

Information

お知らせ

　農業者年金は、①積立方式の確定拠
出型年金で最も安定的な制度②今後、
ますますニーズが高まる終身年金③経
営状況や老後設計に応じて保険料を自
由に設定できるほか、何より政策年金
として国からの保険料助成がある唯一
の年金制度などの大きな特徴を持って
います。
　このように、農業者に与えられた特
権であり、老後を豊かで安心して暮ら
すためには、各自が自分自身の老後生
活の備えを考えていく必要があります。
農業者の皆さん農業者年金に加入しま
しょう。
◎加入要件
・60歳未満
・農業従事日数60日以上
・国民年金1号被保険者
◎�問い合わせ先＝串間市農業委員会☎
内線433、JA各支所、地元農業委員

◎�募集内容＝平成22年度市営プール
監視員および受付事務（軽微な公園
整備作業などもあります）
◎人員及び期間
・６月17日〜８月27日＝２人
・６月21日〜８月27日＝１人
・７月１日〜８月27日＝１人
・７月17日〜８月16日＝２人
◎日当＝６,０００円
◎�勤務時間＝午前８時30分〜午後５
時15分（毎週火曜日休日）
◎�応募資格＝①串間市在住もしくは串
間市出身者であること②健康であり
泳げること③男性19歳〜60歳。女
性19歳〜50歳。※年齢については
上記を基本とするが該当者無き場合
はこの限りではありません。
◎�応募方法および期間＝５月１日から
６月４日までに登録申込書を総務課
職員係に提出してください。定員に
満たない場合は順次受け付けます。
◎�採用通知＝締め切り後一週間以内に
連絡いたします。
◎�問い合わせ先＝市役所総務課職員係
☎内線３１２、スポーツセンター☎
72−５２６２

◎�「ギャラリー」串間盆栽愛好会盆栽
展示＝５月20日（木）〜５月22日
（土）
◎�問い合わせ先＝串間市文化会館☎
72−６３３３

　串間市文化会館の使用料および手数
料の収入事務について、次のとおり委
託したことをお知らせします。
◎�委託先＝特定非営利活動法人コミュ
ニティ21理事長川崎眞治
◎�委託内容＝串間市文化会館使用料お
よび手数料の収入事務
◎�委託期間＝平成22年４月１日〜平
成25年３月31日
◎�問い合わせ先＝教育委員会事務局生
涯いきいき係☎内線３７９

　串間市市民病院の業務委託について
お知らせいたします。
◎�串間市民病院外来診療費および入院
診療費徴収事務
・�委託する私人＝東京都千代田区神田
駿河台２−９、株式会社ニチイ学館
代表取締役寺田大輔
・�委託期間＝平成22年４月１日から
平成23年３月31日まで
◎串間市民病院外来診療費徴収事務
・�委託する私人＝宮崎県串間市大字西
方６８７５番地、つやげん九州株式
会社串間営業所所長川野等
・�委託期間＝平成22年４月１日から

平成23年３月31日まで
◎�問い合わせ先＝串間市民病院事務局
☎72−１２３４

　串間市長選挙及び串間市議会議員補
欠選挙を次のとおり行います。
◎�串間市議会議員の欠員に伴う串間市
議会議員補欠選挙
・�選挙の期日＝平成22年５月30日
（日）
・�選挙の期日の告示日＝平成22年５
月23日（日）
・市議会議員の欠員数＝４人
◎串間市長選挙
　�平成22年７月27日任期満了に伴う
串間市長選挙を行います。
・�選挙の期日＝平成22年７月25日
（日）
・�選挙の期日の告示日＝平成22年７
月18日（日）
◎投票日の投票時間
　�串間市議会議員補欠選挙、串間市長
選挙の投票日の投票時間は、午前７
時から午後６時までです（前回の選
挙で午後８時までの投票所も午後
６時までになります）。ただし、第
32投票所（築島地区）、第33投票所
（舳、夫婦浦地区）は、午前７時か
ら午後４時までです。
◎�問い合わせ先＝串間市選挙管理委員
会☎内線２７１・２７２

　串間市は農業者年金の年間加入者が
全国で第４位となっています。
◎2009年新規加入者ランキング
※全国農業新聞に掲載
　�▲第１位＝長崎県南島原市▲第２位
＝北海道中標津町▲第３位＝北海道
芽室町▲第４位＝串間市・西都市▲
第６位＝北海道別海町・山形県鶴岡
市▲第８位＝熊本県宇城町▲第９位
＝長崎県雲仙市▲第10位＝佐賀県
白石町・鹿児島県南種子町
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